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通信教育部担当科
目

・文化財学講読Ⅰ
・博物館概論
・
・

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

教務委員会、就職委員会、考古学研究会・ボーリングサークル顧問

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

兵庫県丹波市の依頼を受けて、丹波市内の発掘資料の分類と登録作業を学生６名ととも
に現地に１週間滞在して行った。考古学の基本的な作業を理解するとともに、研究の基
礎作業の進め方についても理解を深めることが出来た。

日本文化財科学会評議委員、兵庫県丹波市文化財保護審議会委員・丹波市歴史民俗資料
館運営委員会委員

1978年３月　奈良大学文学部史学科　卒業

文学士

日本考古学、博物館学

最終学歴

　【研究上の特記事項】
平成24年度は、前年度に引き続き日韓の窯業遺跡について調査、資料収集を行う。再
度、韓国に3回訪れて、資料調査を行った。特に羅州文化財研究所にて窯跡の見学、調査
は有意義であった。その成果は、論文・翻訳で一部をまとめた。

大学院博士後期課
程担当科目

・
・
・
・

平　成　２４　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本考古学協会、日本文化財科学会、考古学研究会、日本エコミュージアム研究会、日
本ミュージアムマネージメント学会、全日本博物館学会、遺跡学会

古墳時代手工業生産の展開、韓国窯業史の調査、歴史（遺跡）博物館の動向

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

・
・
・
・

授業科目

学部担当科目

・文化財博物館学講読Ⅰ
・考古学演習Ⅰ～Ⅳ
・文化財博物館学Ⅰ～Ⅳ
・考古学特殊講義（三）
・博物館概論（一）（二）
・博物館資料論



単著

単

② 　

①

韓国全羅道の土器窯跡を集成
し、当地方の窯業生産の特色を
整理した。前回集成した京畿道
や忠清道の様相とも比較した。
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2013年3月

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

①韓国の土器窯集成（２）全
羅道編

②

③

④

韓国内で発表された土器窯復元実験
研究会編の報告文（『第33回韓国考
古学全国大会』韓国考古学会　2009
年所載）を翻訳した。窯跡復元と焼
成実験に関する韓国内での数少ない
報告であり、貴重な内容である。

⑤

⑤

④

　

③

（学会発表）

④

⑤

（翻訳）①梁山虎渓洞三国時
代土器窯の復元と焼成実験

③

（その他）

②

④

②

⑤

①

③


